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平成２５年度厚生労働科学研究費補助金 

（難治性疾患等克服研究事業（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）） 

『脳死ドナーにおける多臓器摘出に関する教育プログラムの確立』（古川班） 

 

脳死臓器提供認定施設 各臓器移植指導者の皆様   

                           研究代表者 古川博之 

 

 

第１回臓器摘出合同シミュレーションの開催概要（参加者用） 

 
記 

 

日時：2013 年 8 月 10 日（土曜日）10:30～17:00 

集合時間：9時 30 分 

集合場所：JR 郡山駅 中央口玄関 （JR（新幹線）で移動の方） 

     福島空港到着口 （空路で移動の方）   

 

会場：ジョンソンエンド・ジョンソン（株）須賀川工場内 

     エチコンエンドサージェリー研究センター 

     福島県須賀川市大字大桑原字女夫坂 1番地 Tel：0248-63-2258 

 
対象：全国脳死肝移植認定施設より参加者 99名（指導者含む） 
心臓 14名（5施設）  指導者 2名 
肺 16名（7施設）  指導者 2名 
肝臓 33名（17施設） 指導者 4名 
膵臓 23名（12施設） 指導者 2名 
  小腸  2名（1施設） 指導者 1名 

 
胸部チーム：心臓・肺  （各施設参加者 3名まで） 
  腹部チーム：肝臓・膵臓（各施設参加者 2名まで）・ 

小腸・腎臓（若干名） 

 
費用：参加費無料、交通費、宿泊費などは個人持ち 
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第１回臓器摘出合同シミュレーション 

 参加者用スケジュール 

9時 30分  集合（JR郡山中央口玄関 または 福島空港）     
10時 30分  バスにて施設到着（胸部と腹部は別々の部屋へ） 
10時 45分 臓器摘出に関する講義 
（胸部、腹部の 2チームに分かれて同時進行） 
  胸部：開会挨拶（古川先）、心臓（福嶌 20分）、肺（星川 20分）、 

臓器別確認テスト（10分） 
  腹部：開会挨拶（古川後）、肝臓（古川 20分）、膵臓・腎臓（剣持 20分）、 

小腸（和田 10分）、臓器別確認テスト（10分） 
12時 00分 昼食（術衣に着替える順番など指示があります） 
13時 00分 実習開始 デモンストレーション（各臓器の指導者は表参照） 

① 胸部の剥離、②腹部の剥離、③ヘパリン化、 
④カニュレーション、⑤クロスクランプ、⑥心臓・肺摘出、 
⑦肝臓、⑧膵臓・腎の摘出、⑨肝臓バックテーブル 
⑩膵臓・腎バックテーブル 

      胸部参加者は、手術室で直接見学および手術室モニターで見学 
腹部参加者は、講義室のモニターで見学 

14時 30分 シミュレーション（参加者による実習） 
16時 30分 実習終了、後片付け 
17時 00分 総括、アンケート記入提出、セミナー終了、 

バスにて帰途へ  
器別臓器摘出指導者 

臓器 臓器摘出指導責任者 臓器摘出指導者 

心臓 福嶌教偉（大阪大学重症臓器不全治療学

講座 教授） 

斉藤綾（東京大学心臓外科 講師） 

肺 星川康（東北大学呼吸器外科 助教） 

 

山田徹（京都大学呼吸器外科 助教） 

松田安史（東北大学呼吸器外科 助教） 

肝臓 古川博之（旭川医科大学消化器病態外科 

教授） 

海道利実（京都大学肝胆膵・移植外科 准教授） 

田村純人（東京大学肝胆膵移植外科 講師） 

曽山明彦（長崎大学移植・消化器外科 助教） 

膵臓・ 

腎臓 

剣持敬（藤田保健衛生大学臓器移植科 

教授） 

伊藤泰平（藤田保健衛生大学臓器移植科 講

師） 

小腸 和田基（東北大学小児外科 准教授）  
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